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高齢者見守りにおけるICT活用の
効果（2008‒2010　基盤研究（C））

ICTを活用した被災地の孤立防止
と生活支援型コミュニティづくり
（2016‒2018　基盤研究（C））

科学技術振興機構　社会技術研究開
発センター（RISTEX）：「ICTを活用し
た生活支援型コミュニティづくり」
（2010‒2013）
復興庁：新しい東北先導モデル事業
「ICT活用見守りネットワーク形成-多
様なネットワークの連携による人的見
守りの強化と進化」（2014）

岩手県は四国とほぼ同じ面積があり、人口密度も低い。過
疎化・高齢化も進展し、高齢者の社会的孤立の問題が複雑化・
重複化している。

2003年当時、県内で最も高齢化率が高い川井村（現宮古市）
の社会福祉協議会と連携し、岩手県立大学の社会福祉学部
とソフトウェア情報学部のプロジェクトチームが「おげん
き発信」を開発した。
「おげんき発信」は高齢者が能動的に電話機で安否を発信
する仕組みで、見守る側が24時間に1回インターネットを
通して確認することにより、異変を把握し、孤立死を確実
に防ぐことができる。
2009年には電話番号を登録すればいずれの電話機であって
も利用できる「おげんき発信」を開発し、2010年から岩手
県社会福祉協議会の事業となった。

2010年からは「おげんき発信」を基盤として、地域の多様
な見守り情報を一元化し、生活支援型のコミュニティをつ
くる社会技術の開発に取り組んでいる。
見守り資源が少ない東日本大震災の被災地においては、血
圧測定や服薬支援等のICTを活用した見守りと、人的見守り
の情報を重層化・一元化する社会実験に取り組んできた。

民間との共同研究にも成果を転用し、NTTドコモのシニア
向けスマホに見守りアプリが搭載されている。また2016年
からは、シニアがスマホを活用し、転倒予防体操に取り組
みながら仲間と相互見守りを行うアプリの実証実験も行い、
効果を検証した。

図１　 岩手県社会福祉協議会が運営している
「おげんき発信（いわて “おげんき” み
まもりシステム）」は、電話代のみの負担
で利用できる。未発信の場合には、あら
かじめ登録したみまもり者に連絡が入り、
訪問をすることで安否を確実に確認する。

　　　 小川の研究フィールドである高知県梼原
町や福島県の避難者も、このサーバを利
用して「おげんき発信」を行っている。

図２　 NTTドコモのシニア用
スマホに搭載している
「つながりほっとサポー
ト」の画面。共同研究
の成果で2014年から
商用化。

図3  被災地における重層的見守りの概要
これまでの研究成果を活用し、今後は、減災や地域包括ケ
アに資するための社会技術の開発に取り組む予定である。


